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壁紙から見た色彩心理に基づく快適で豊かな住まいの創造 
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この研究を始めようと思ったきっかけ 

                                     本山 恵美子 

 

 壁紙は毎日目に入り、無意識に見ています。そして、目からの情報量は膨大です。そこから受

ける影響が「好き」「満足」「快適」ポジティブなのか、「嫌い」「不満」「不快」ネガティブ

なのかで無意識に感じるストレスが変わるのではないか？という疑問からでした。 

 特に壁紙は家の中での面積が広く、影響力も大きいがゆえに壁紙を変えること・選ぶことに悩

みを抱えている方も多いと感じます。 

 

 インテリアを頻繁に変更する人は少数派だと思います。それだからこそ「色彩の持つ力をイン

テリアでももっと活かしたい」そして、色彩によってインテリアの力で生活のお困りごとがもっ

と解決でき、おうち時間が快適になることをもっとお伝えしたいという気持ちからでした。 

  

 そのためにはファッションだけでなく私たちの生活している住空間における色彩にももっと目

を向けてもらいたいと思っています。それを色彩心理「なぜ私たちはこの色を選ぶのか？」とい

う観点とパーソナルカラー「自分をご機嫌にする色」観点から紐解いていくことから研究を始め

ました。 

 

 インテリアにはいろいろな要素がありますが、壁紙をきっかけとして住まいを「帰る家」から

「帰りたくなる家」へ変えていくことができる。 

そんな思いで、この研究を始めることとなりました。 
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「帰りたくなる家」プロジェクトメンバー紹介 
 

 

 

 

 本山 恵美子（もとやま えみこ） 鹿児島市在住 

 インテリアコーディネーターrelieur（ルリユール） 

 鹿児島県インテリアコーディネーター協会副会長 

 「色彩の持つ力」をお客様にお伝えしています。 

 

 

 

 池尻 愛（いけじり めぐみ） 福岡市在住 

 色彩心理研究家・日本色彩心理学スクール代表 

 心療内科で検証済みの色彩心理学を使って、心の悩みの根本解決のサポートを 

 しております。 

 

 

 

 浅野 直子（あさの なおこ） 倉敷市在住 

 カラーリスト＆インテリアコーディネーターLiv color(リヴカラー) 

 岡山県インテリアコーディネーター協会所属・JAFCA会員・ 

 旅するカラーリスト 
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壁紙の歴史 

 

 
一般社団法人 日本壁装協会 HPより抜粋 
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現在流通している壁紙の主要な種類 

 

 
                      一般社団法人 日本壁装協会 HPより抜粋 
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日本における主要な壁紙の出荷数 

 
（一般社団法人日本壁装協会HPの公表している壁紙出荷量より） 

 

壁紙の現状 

日本における壁紙の普及は高度成長期に住宅の着工が急がれたことがきっかけであったと推察さ

れる。それまでの日本の壁工法は湿式工法（塗り壁や砂壁など）であったものが乾式工法（石膏

ボードなど）へ変わったことで仕上げ材としてのクロスの需要が高まった。 

 初めは織物クロスが欧米の豊かな生活の象徴のような贅沢品であり主流であったものが次第に

施工性・安価・表現性が豊かなビニル壁紙が主流になっている。 

 協会が統計を取り始めてから現在までの推移は 

ピーク時総生産約７億㎡から現在は約６億５千㎡となっている。ピーク時に比べ、住宅の着工戸

数は減ってきているが、リノベーションなど需要は落ちていないので、当座は大幅に壁紙の需要

が減ることはないことが予想されている。 

 この生産量の内、住宅で使用されるものは一部であり、その他ホテル・ビル・大型施設などに

施工されている。 

 ビニル系壁紙の内、一般的に「量産クロス」と呼ばれるカタログから選ばれることが多く、地

域差はあるもののおおよそ６割〜７割の割合である。そしてホワイト系のクロスが多いのは「誰

からも受け入れやすい」という傾向があるのではないかと推察される。 

 日本国内で流通しているクロスはJIS規格・F☆☆☆☆の認定を受けており、輸入クロスにおい

ても同様の規格に適合したものが流通している。 
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 一般社団法人 日本壁装協会 HPより抜粋 
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壁紙の普及と色彩との関係性についてのインタビュー 

 インタビューイー：一般社団法人 日本壁装協会理事 平田 航城氏 

 インタビュアー：本山 恵美子・浅野 直子 

 

  

質問：なぜ日本の住宅では「ホワイト系の壁紙が好まれる傾向にあるのか？」 

 

回答：海外クロスカタログ（主に欧米）と日本国産のクロスカタログでは 

ホワイト系のクロスの種類の違いが目に入る。 

欧米ではDIYの文化が根付いており、「壁紙は自分で変えるもの」という考え方がある。 

対して日本では大袈裟に言うと「壁紙は一生変えないもの」と言う考え方がまだまだ根強い。 

 とはいえ近年では少しずつDIYなどで壁紙を自分で変える人も増えてはきているので、そこに壁

紙の需要はあると推察される。 

 また、日本の住宅事情では賃貸住宅やマンションなど自分で壁紙を選ぶ機会がない場合が多

く、誰からも受け入れやすい「ホワイト系」が多く、「飽きのこない」「クレームが少ない」と

いう観点から、ベースとなるクロスではホワイト・ベージュ・グレー・ライトブラウンなどの無

地柄が各社多数の取り揃えとなっている傾向にあることが推察される。 

 

 

質問：流行色は壁紙選びに関係していると思いますか？ 

 

回答：日本国内の壁紙メーカーでは新作の開発にあたり、参考にしている部分があるが、流行

（メゾ・エ・オブフェやミラノサローネなどの国際的な見本市で発信されるもの）と売れ筋商品

は必ずしも一致していないのが現状で、それよりもベーシックなクロスの出荷量が多い傾向にあ

ります。 

 

 

質問：最後に今後の壁紙業界の取り組みとしてはどのようなことがありますか？ 

 

回答：今後の壁紙メーカーの業界的にはSDGSをより意識した技術開発が進んでゆく傾向にありま

す。一般社団法人日本壁装協会の取り組みの１つとしては、Re壁（リカベ）というサイトを作り

メーカーの枠を超えて壁紙を提案する情報発信を積極的に行っていること。 

 こちらでは自ら壁紙を選ぶことの楽しさ、壁紙を自由に選ぶことの豊かさを分かりやすく伝え

るサイトとして活用して欲しいとのことです。 

 最後に日常生活において壁紙を選ぶシーンは少ないですが、日本にはまだまだ知らない素敵な

壁紙がたくさんあるので、この壁紙から彩りある快適な生活に活かして欲しいとのことでした。 

 

 

今回インタビューにご協力いただいた一般社団法人 日本壁装協会は1962年に壁装材料協会とし

て発足した、壁紙の品質向上並びに普及活動及び壁紙の製造、流通、施工に関係する業界の健全

な発展を図り、住生活の質的向上に寄与することを目的として設立された団体です。 
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壁紙の色が与える心理的効果                                       

 池尻 愛 

 

 

壁紙の色は、私たちの心理や行動にさまざまな影響を与えます。これは色彩心理と呼ばれる分野

で研究されており、色によって感じ方が大きく変わることがわかっています。 

 

 

1) 色彩心理とは 

   色彩心理とは、色が人間の心理や行動に与える影響を研究する学問です。色の三属性であ   

る色相、明度、彩度が、どのように人間の感情や知覚に影響を与えるのかを探求します。 

 

2) 壁紙の色と心理効果 

    ●暖色系 

     赤：情熱、興奮、エネルギー、食欲を高める 

     オレンジ： 活力、陽気、開放感、創造性を高める 

     黄色：幸せ、明るさ、希望、集中力を高める 

 

 ●寒色系 

  青：冷静、沈静、リラックス、集中力を高める 

  緑：安らぎ、癒し、自然、健康、リラックス効果 

  紫：高級感、神秘、知性、創造性を高める 

 

 ●その他 

  白：清潔感、シンプルさ、広さ、明るさ 

  黒：高級感、重厚感、洗練、フォーマル 

  グレー： 落ち着き、ニュートラル、洗練、知性 

 

3) 壁紙選びのポイント 

・部屋の用途や目的に合った色を選ぶ 

・自分の好きな色を選ぶ 

・家具やインテリアとの調和を考える 

・部屋の広さを考慮する 

・照明の色との調和を考える 
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4) 色彩心理を活用した壁紙選び 

 ●リビング 

  家族や友人と集まることが多いリビングには、明るく開放的な雰囲気を作り出す暖色  

系がおすすめです。特に、オレンジや黄色は、コミュニケーションを促進し、活発な  

雰囲気を作り出す効果があります。  

 

 ●寝室 

  リラックスして眠りたい寝室には、青や緑などの寒色系がおすすめです。特に、青は  

心を落ち着かせ、睡眠を促す効果があります。また、暗い色よりも明るい色の方が、  

部屋を広く見せ、リラックス効果を高めます。 

 

 ●書斎・勉強部屋 

  集中力を高めたい書斎には、青や緑などの寒色系がおすすめです。特に、青は集中力  

を高め、作業効率を上げる効果があります。また、壁一面だけを濃い色にするなど、  

アクセントカラーを取り入れるのも効果的です。 

5) まとめ 

    壁紙の色は、私たちの心理や行動にさまざまな影響を与えます。部屋の用途や目的に合

わせて、適切な色を選択することで、快適な空間を作り出すことができます。 

 

 

   ただし、色の感じ方は個人差があります。 

   照明の色や光の影響も考慮する必要があります。 

   壁紙の色だけでなく、模様や質感も重要な要素です。 
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アンケート  「住宅の壁紙と色彩に関する意識・嗜好色調査」 

2023年10月14日〜11月22日 ３週間 

インターネット経由で 

日本国内224名の方に回答をいただきました。 

 

 

性別は女性の回答が多く、年代は３０代〜６０代を中心にご回答いただきました。 

このアンケートでは 

①壁紙に対しての関心度 

②壁紙を意識してみる頻度 

③壁紙を変えることに対しての関心度 

④嗜好色と壁紙の間には関連性 

 に重点をおいて調査８項目を決めています。 
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1−１お住まいの壁紙はご自身で選ばれましたか？ 

  

 
 

1−２お住まいの壁紙に満足していますか？ 

満足と不満足の間に緩やかな感覚があると思い、１０段階評価にしました。 

 

 

 
 

結果は壁紙を自分では選んでいない方が多数でした。 

満足の理由は自分で選んでいるから。納得しているから。が理由に挙げられており、自分の好き

な色・柄を選んだ心地よさ、満足感が結果に現れている。 

  

個々によって満足に対する感覚が違うことがよく分かり、特にレベル５でも満足に至っている人

は少ないという傾向にある。 

  

不満足の理由は経年による不具合もありますが、自分で選ぶ機会がなかった。気に入ったものを

選べていない。という心理が働いているように思う。 
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2−１家の中で居心地のいい場所はどこですか？（複数回答） 

 

 

 

 

 

2−2  居心地がいい理由が壁紙に関係しているか教えてください 

 
 

 結果は居心地の良さでは「リビング・ダイニング」が多い結果となりました。居心地が良い理

由に着目すると、壁紙の色が気に入っている。など 

半数以上は壁紙の要素が関係している。という回答が得られた。 

 その他38%について、「居心地の良さと壁紙は関係がない」との回答に合わせて、「壁」を意識

したことがないという回答も目立った。 
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3-1お住まいの壁紙を変えてみたいですか？ 

 
 

 

3-2 壁紙を変えたいタイミングはいつですか？（複数回答） 
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3-3 お住まいの壁紙を変えてみたい場所はどこですか？（複数回答） 

 

 

 

 
 

3-4 壁紙を変えない理由を教えてください（複数回答） 

 
 

 結果は半数が家の壁紙を変えてみたいという考えがあるということ。「いいえ」は特に変える

必要性を感じない・賃貸だから変えられない。という回答が多かった。 

 変えるタイミングとしては経年劣化による不具合３２％・リフォームの時２８％・自分が変え

たくなった時２０％などとなっています。 

 変えてみたい場所は2−１のグラフと近い数値が出ており、自分が心地よく過ごせる空間と壁紙

が密接な関係があることがわかる。 
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4-1 壁紙を選ぶときにどんな色を選びたいですか？（複数回答可） 

 
 

 

4-2 壁紙を選ぶときに優先することを教えてください（複数回答可） 
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4-3 今後使ってみたい壁材のマテリアル（素材）がありますか？（複数回答可） 

 

 
 

 

 

4-4 壁紙を選ぶ時に不安なことを教えてください（複数回答可） 
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4-5 今後壁紙を選ぶ機会があったら誰かに相談したいと思いますか？（複数回答可） 

 
 

 

結果は「飽きのこない色」と「好みの色」がほぼ同数でした。優先することの上位にカラーコー

ディネートが来ており、色彩とインテリアの関係性を重要視していることが推察される。 

 また、選ぶならいろいろな素材にも挑戦してみたいという意欲はあるが、たくさんある選択肢

からどのように選ぶのか決め手に迷うので、SNS等で調べたり、プロの意見を聞きたいという意見

も多かった。 
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嗜好色に関する意識調査に使用したカラー選択肢 

 

 
 

注）日本色彩心理学スクールで使用しているカラーカードを元に 

嗜好色調査を行いました。「次の色」とある選択肢は上記の色20色のことを指します。 

  

 

 

 

5-1 次の色の中で一番好きな色を教えてください。 
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6-1 次の色の中で嫌いな色または苦手な色を１つ教えてください。 

 
 

 

 

7-1 最近気になる色はありますか？ 
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8-1 壁紙で挑戦してみたい色はありますか？ 

 

 
 

 

 

 

結果は嗜好色については個人の好みが多岐に渡っているが、「嫌い」「苦手」という色について

は特にないという回答が多数を占めた。 

また、好きな色と気になる色でも回答が別れた。 壁紙で挑戦したい色については「特になし」

が多いが理由としては「冒険はしない」「変える予定がない」などがあった。 
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今回のアンケートにご回答いただいた方の中からさらに個別で壁紙を選ぶ機会があった方を中心

により詳細に壁紙について、選ぶ時の気持ちや実際にどのような変化があったかなどを調査いた

しました。 
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●お施主様ご家族インタビュー 

 

質問【選ぶ時の気持ちはいかがでしたか？】 

最初は壁紙について「なんでも良いです、特にこだわりはないです」 

からスタートしたが、打合せのなかでヒアリングをしていくうちに、やっぱり実はこうしたかっ

たというアイディアが湧いてきた。 

理想を引き出してくれたことに感謝。好きな色柄に挑戦できた。 

 

 

 

質問【壁紙を決める際に参考にしたもの重要視したことはありますか？】 

理想、インスピレーション、カラーコーディネーターの提案やアドバイス 

 

 

 

質問【施工後の感想はいかがでしょうか？】 

大満足、落ち着く、心地いい、ホテルみたいで気に入っている。 

友人やお客様、子供の友達まで「ここにすみたい、帰りたくない、落ち着く、 

くつろげる、居心地がいい」と言葉をもらっている。 

普段インテリアなどに興味を持たない親戚からも「良いね」と言われた。 

など、住む人にとっても招かれた人にとっても居心地のいい空間となった。 

元々人をお招きする温かい家族なので、人に集まってもらいやすい場所になって良かった。 

人にどんどん来てほしい家になった。 

床色がホワイトだが、ホワイトが単調な色でなく木目のベージュという優しい色が混ざっている

ため、すごく落ち着く。 

 

 

 

質問【「帰りたくなる家」になりましたか？ 行動の変化はありましたか？】 

子世帯のご主人：出かけたくなくなった。モデルハウスや住宅雑誌をみても「うちの方がおしゃ

れで良い」と思う。 

子世帯奥様：幸せな気持ちになれる。気持ちいい。 

ルンバを毎朝かけるようになった。掃除を頑張るようになった。 

親世帯奥様：心地良い。気分が上がった。集中できる場所や作業する場所が台所から自分の部屋

に変わった。 

お料理が好きで台所が元々居場所だった奥様は一人で孤独な感じでご飯を作っていたが、今は対

面で家族と話をしながら料理ができるようになった。 

子供達：楽しい 
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質問【それぞれのNO.１の部屋はどこですか？】 

親世帯奥様：自分の部屋 

子世帯ご主人：書斎 

子世帯奥様：LDK 

子供女の子：子供部屋 

子供男の子：子供部屋 

 

 

●インタビューアーのコメント 

こちらのお施主様は好きな色とイメージを基準に選ばれた。やはり色は大切で気分に大きく影響

すると言われていた。選ぶ時も楽しいし、完成した後も快適に過ごせる。エリアごとに色を変え

て変化を楽しむこともできたので良かったと思う。 
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●お施主様ご家族インタビュー 

 

質問【選ぶ時の気持ちはいかがでしたか？】 

ワクワクする。楽しい。スタイリッシュテイストは絶対に決めていたけど、どう選んだらいいか

分からず選びきれなかったが、カラーコーディネーターのアドバイスやコーディネーターが３種

類ほどに絞った中から選べたのが良かった。 

  

 

質問【実際施工後のご感想はいかがでしょうか？】 

色を変えてみて良かった。落ち着いた雰囲気になって良かった。スタイリッシュなグレーを使え

てよかった。 

理想のイメージに沿っていて自分が思うような理想の空間になった。 

  

  

質問【リノベーション後「帰りたくなる家」になりましたか？】 

招きたくなるマンションになった。 

早く帰りたいなどの気持ちの変化は特になかったが、大人の落ち着きを感じて心地良い。 

  

質問【今後この家に望むものは何ですか？】 

家具・ソファ・ラグ・2人用ダイニングテーブルの色をしっかりとイメージに合わせていきたい。 

 

 

質問【それぞれのNO.１の部屋はどこですか？】 

ご主人：LDK 

奥様：トイレ 

 

●インタビュアーのコメント 

理想のテイストから始まった色選びだったがグレーという色がその理想のイメージを作り、スタ

イリッシュで落ち着いた大人の雰囲気ができて良かった。 
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●お施主様インタビュー 

 

質問【選ぶ時の気持ちはいかがでしたか？】 

初めはどれを選んで良いか分からなかったが、部屋ごとにテーマを決め、家族それぞれがくつろ

げるように決めた。自分の理想の部屋と家族がそれぞれ持ってくるものなどのテイストが違うの

できちんとまとまるか不安だった。 

  

 

質問【実際施工後のご感想はいかがでしょうか？】 

大満足。家族それぞれのスペースも確保しながら、みんなで過ごせる空間も全て良い。おもてな

し好きのお母さんがお客様を招くのも楽しくなりそう。夫は引っ越したその日からぐっすり眠れ

たので、家に帰ってくるのが楽しみになった。心配していたことが全て解消されていて予想以上

に良かったです。 

  

  

質問【リノベーション後「帰りたくなる家」になりましたか？】 

なりました。家での仕事のモチベーションが変わりました。書斎は家で仕事をする際にスイッチ

が切り替わる感じがする。自分の好きな色とデザインの壁紙にしたのが特に良かった。ご機嫌で

仕事できるところと、お気に入りのソファで休憩できるのも良い。 

 

 

 



!"#$%&'()*+,-./01234-5657 

29 

質問【今後この家に望むものは何ですか？】 

自然と片付けをしたくなっていいて、ずっと生活しているような気がする。そして、近いうちに

同居予定の母、単身赴任の夫、たまに帰省する息子など家族がそれぞれ家を楽しんでくれるこ

と。これから、アンティークの家具を大切にしつつも新しくアートなどを揃えていくのも楽しみ

です。 

 

 

質問【それぞれのNO.１の部屋はどこですか？】 

どこも好きだけど書斎が一番好きです。理由は一番お気に入りのクロスを使っているから。 

夫は寝室。理由は奥さんが選んだツバメ柄のクロスと色が気に入っているから。 

 

 

●インタビュアーのコメント 

初めに要望を出した段階ではまとまらないと嘆いていましたが、「新しい家でどう暮らしたい

か？」を軸に遠慮なくクロスを選んでいただきました。その結果が本人だけでなく家族の満足に

繋がっていると思います。 
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●ご家族へのインタビュー 

質問【選ぶ時の気持ちはいかがでしたか？】 

ワクワクする。ガラッと変えると思うと楽しい。参考にしたのはカラーコーディネーターのアド

バイスと自分の好きな色を大切にした。「優しい緑」色を中心に考えた。2階は明るい雰囲気と優

しいグレーベージュを中心に考えた。ウィリアムモリスが好きなので柄が強めだが、挑戦した。 

 

 

質問【実際施工後のご感想はいかがでしょうか？】 

緑色を使って良かった。ほんのりとしたグレーベージュ系の色を使ってよかった。柄があるのに

心地いい落ち着いた雰囲気になって良かった。光の反射が変わって明るくなって良かった。優し

い雰囲気にもなったので良かった。可愛くてテンションが上がる。  

 

 

質問【リノベーション後「帰りたくなる家」になりましたか？】 

ますます帰りたくなる家になった。気分・気持ちが良い。落ち着くし穏やかな気持ちになれる。

トイレの黄色がカフェっぽくて可愛く感じるので明るい気持ちになる。 

  

 

質問【それぞれのNO.１の部屋はどこですか？】 

親世帯ご主人：リビング 

親世帯奥様：キッチン 

子世帯ご主人：トイレ 

子世帯奥様：リビング 
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●インタビュアーのコメント 

はっきりした緑と黄色、優しい緑とグレーベージュを使った。それぞれの世帯で共通した黄色は

可愛くて明るく元気になった。優しい色が落ち着くし癒されるとのことだった。親世帯は緑が印

象的になり洋風さが増して良かったと思う。リフォーム後の家具選びも楽しんで取り組んでおら

れるのが良かった。 
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●ご家族へのインタビュー 

質問【選ぶ時の気持ちはいかがでしたか？】 

クロスはまだ変える予定が無かったが、トイレの壁の一部なら変えても問題ないだろう。という

気持ちから興味のあった漆喰壁にしてみることにした。インテリアコーディネーターのおすすめ

の漆喰なら大丈夫と思い、DIYで自分で施工してみることに挑戦してみた。 

 

 

質問【実際施工後のご感想はいかがでしょうか？】 

自分達でするのは初めてだったので、楽しかったのと大変さと両方感じた。自分で仕上げた壁だ

と思うと愛着はある。漆喰のもつ風合いの良さを気に入っている。家中でここだけが漆喰だが、

家に馴染んでいると思う。娘の描いた絵とも調和していると思う。 

 

 

質問【DIY後「帰りたくなる家」になりましたか？】 

今回はトイレだけの施工だったため「帰りたくなる家」については分からないが、この体験から

今後機会があったらクロスは自分で選びたいと思っている。 

 

 

●インタビュアーのコメント 

一緒に漆喰壁のDIYに携わらせていただいた。色はグレーホワイトで既存のクロスの色と大きく変

わった訳ではないが、お好きな色がホワイトなのと少し錆色が混ざったところが小さくアクセン

トになっており馴染んでいながらも漆喰の雰囲気を引き立てていて良かった。持ち家ではある

が、今までクロスを選んだことがないとのことだったのでクロス選びに興味を持ってもらえたと

思う。 
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●ご家族へのインタビュー 

質問【選ぶ時の気持ちはいかがでしたか？】 

アクリルパネルの建具は寝室にホールからの光が差し込むと夜睡眠の妨げになるため、クロスを

貼っていたが、次第に剥がれてきており、隙間からの光が気になっていた。また寝室側はマスキ

ングテープで止めていただけなので寝室側もきれいにしたかった。カタログから選ぶのは緊張し

たが、サンプルクロスをみて決めた。 

 

 

質問【実際施工後のご感想はいかがでしょうか？】 

気分が明るくなった。家のクロスも変えたいけど、まずは光漏れが気になっている部分が解消さ

れてよく眠れるようになった。寝室側のクロスは幼い頃気に入っていたワンピースの色なので嬉

しく思っている。 

 

 

質問【変更後「帰りたくなる家」になりましたか？】 

建具を変えるだけでも気分が明るい気持ちになった。他の部分も変えたい気持ちになっている。

この家に長く住み続けたいのでこれからも気持ちよく過ごせる。我慢せずにもっと早く変えたら

良かった。 

 

 

●インタビュアーのコメント 

奥様が嬉しそうにカタログから自由に好きな色を選んでいたのが印象的でした。睡眠の環境が改

善されたことがまず何よりでしたが、ネガティブな感情が一つ解消されたことで積極的な気持ち

になってもらえたのが良かったです。 

 

 
【今後の課題】 

今回の研究は、壁紙の色彩が与える心理的影響について初步的な調査であり、まだ多くの課題が

残されています。今後は、より多くの方を対象とした実験や調査を行い、壁紙の色と人の心理の

関係をより詳細に分析していく必要があります。また、色彩心理の理論を実際のインテリアコー

ディネートにどのように活かすことができるのか、具体的な方法論を検討していくことも重要で

す。今後も研究を継続し、より多くの知見を積み重ねることで、人々の生活を豊かにするインテ

リアの実現に貢献していきたいと考えています。 
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【デジタルプリントとは】 

インクジェットプリンターにて壁紙を印刷する技術です。 

オリジナルデザインのクロスの製作が容易であることや、在庫を持たない（必要な分だけ印刷が

可能）、データがあれば印刷できるので廃盤がほとんどない、スキャンしたタイルなどをデータ

にすることも可能で、繊細な柄なども再現性が良いなどが特徴として挙げられます。 

 今回は数ある壁紙のメーカー様の中でも、自分に合わせたカスタマイズを行うことで「帰りた

くなる家」が壁紙で実現可能という観点からグランド印刷株式会社アームス事業部様にご協力い

ただき、お話を伺いました。 

 

 

グランド印刷株式会社 

「Arms事業部」倉持様にインタビュー（2024年1月9日オンライン） 

グランド印刷北九州本社工場見学（2024年2月14日） 

 

  

 

 

デジタルクロスについてのインタビュー 

 インタビューイー：グランド印刷株式会社 東京支社Arms事業部 倉持 遼子氏 

 インタビュアー：本山 恵美子 

 

質問   御社のクロスの歴史についてお聞かせください 

 

回答 2016年に「Arms事業部」（アームス）として立ち上げました。自社のクロスの張り替えの

際に自社の強みを活かしてデザインしてみよう。と思ったのがきっかけです。 

 それまでも店舗などで使用するオリジナルインクジェットクロスの印刷もしていたが、よりDIY

などに使用する個人向けのブランドとしての位置付けで事業部を立ち上げました。現在はDIYのブ

ームがひと段落しているようで出荷数自体は伸びていないが、個人、インテリアデザイナー、イ

ンテリアコーディネーター、施工会社など問い合わせは多数あり、今注目の商品です。 

 

 

質問 現状のクロスの選択肢についてどのようにお考えかお聞かせください。 

 

回答 クロスのベースはビニル系（フラット）と不織布（フリース）から選択できるようにして

いる。 

 ビニル系クロスは施工店様に向けて引き合いが多く、DIYされる個人様はフリースクロスでの出

荷が多い。張り直しやDIYなどはフリースクロスをお薦めしています。 
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質問   エンドユーザー様に伝えたい思いはどんなことがありますか？ 

それをインテリアコーディネーターやカラーコーディネーターが知っていたらどうでしょうか？ 

 

回答 定期的にメルマガなどで情報発信をしていますが、クロスの選択肢の中にもっと「デジタ

ルプリント」が増えるといいと感じています。 

 サンプルもA4サイズで発送しており、実際に柄や色を見てから決められるので、安心して決め

ていただけます。 

 また、注文いただいてから印刷しますので、廃盤品や大幅な遅延もほとんどないことからコー

ディネーターの方にも安心して決めていただけます。さらに必要な分だけ注文可能なので、DIYで

使用する際は柄を合わせたりナンバリングするなど、事前にご相談していただけます。 

 

 

質問 クロスの柄・機能性なども含めて多様な商品を出されている理由をお聞かせください。 

 

回答 現在は全266柄あります。毎年新商品をお届けできるように日々開発しております。 

全てオリジナルデザインで、デザイナーと商品開発スタッフが協力してシリーズを開発していま

す。 

 特に力を入れているのが、福岡県北九州市の地元デザイナーさんとコラボしたシリーズです。

その作家さんならではの感性や土地柄なども反映していて地域活性化にも繋がり、好評です。 

  

 

質問    クロス開発の際にどのようなことを基準にして、色や柄など開発をしていますか？ 

 

回答 柄や色の展開はほとんどデザイナーさんにお任せしています。 

また、ご要望があれば柄を大きくしたり、色を増やしたり、カスタマイズすることが可能な商品

もあります。そこが、デジタルプリントの強みでもあります。 

  

 

質問    海外メーカーとの違いや強み、デジタルクロスならではの開発事情をお聞かせくださ

い。（どのように既存のメーカーさんとの差別化を図られていますでしょうか？） 

 

回答 Armsではほぼ無地のホワイト系のクロスの商品開発はしておりません。それは白をプリン

トで再現することが難しいこともありますが、デジタルプリントの特性であるリアルな質感にこ

だわっているというところも大きいです。 

輸入クロスのデザインなども参考にしているシリーズもありますが、独自の木目やタイル・久留

米掠り柄などの人気柄の質感は量産クロスとは一味違います。 

 それは、デザイナーさんが丁寧に描いた一筆一筆も再現することで実現しており、実物の持つ

風合いをなるべくそのまま印刷で表現しているところが輸入クロスや他の国産クロスにはない独

自の技術です。 
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工場見学の様子 

      浅野 直子・本山 恵美子 

 

グランド印刷株式会社北九州本社（アームス事業部）の工場にお伺いさせていただきました。 

5年ほど前に自社デザインのクロスを使ったショールーム兼工場に改装したそうですが、改装後は

女性社員の応募が増えたそうです。 

また、社員のミーティングスペースでは仕事も休憩もイベントもできるように工夫がされていま

した。工場内も無地ホワイトの壁はほとんどなく、タイル柄のクロスも工場内の雰囲気にあって

いると共に視界に入ったとしても作業に差し支えないデザインが選んであると感じました。 
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◎本山 恵美子 

 

今回の研究を通じて壁紙は自分に居心地の良いスペースを作ることのベースになっていると感じ

るようになった。 

さまざまなライフスタイルがある現代において、もっと自由に壁紙を選ぶことは家で過ごす時間

の充実と共に大切なことであり、色彩心理をインテリアに取り入れることで豊かなくらし・リラ

ックスした時間を過ごすことができる。また、壁の仕上げという意味では魅力的な選択肢がたく

さんあることをもっとお伝えしていくことも大切だと感じ、今後も「帰りたくなる家」について

は活動を続けていきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

◎池尻 愛 

色は、私たちの生活に様々な形で存在しています。ファッション、インテリア、食べ物、自然…

私たちの周りには様々な色が溢れています。 

色には視覚的な美しさだけでなく、私たちの心身に大きな影響を与える力を持っています。 

ストレス解消や集中力アップ、リラックス効果など、色の効果が様々な研究で明らかになってい

るにもかかわらず、まだ『色』からのアプローチを意識的にすることが少ないように感じます。

実際に、心理療法の中に色彩療法と呼ばれるものがあります。好きな色の絵を描いたり、色紙を

眺めたりして、心理的な安定やストレス解消をするカラーセラピーは有名ですが、身近なカラー

コーディネートも同じような効果があります。部屋の壁や家具の色を変えて、リラックスできる

空間作りをすることができるので、これも色彩療法のひとつと言えます。個人で自宅でも簡単に

実践できるので、セルフケアに色彩の活用はとても有効なのです。 

色彩心理の効果を活用せずに『帰りたくなる家』はできないなと改めてこの研究を通して感じる

ことができました。 

今後は、さらにより多くの方に、色とストレスの関係性についての情報や日常生活で実践できる

色彩心理の活用方法など知っていただき、心身ともに健康で充実した毎日を送っていただけるよ

うにしていただけるように活動を広げていきたいと思っております。 
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◎浅野 直子 

 

住空間に色を取り入れることはとても大切なことです。 

建築材料自体の色（床や建具などの色）がありますが、それらは濃さは違えどおうおうにして

「木の色調」になります。そこで個性や自分が好きだなと思う理想空間を作る際、色をつける材

料として壁紙の存在が重要になってきます。壁紙は自由に色選び、柄選びができるのでとても便

利な仕上げ材です。日本では白が清潔感がありシンプルで好まれます。ベースクロス（面積が一

番大きい面）は白を使うことがほとんどです。しかしそこに「個性」や「好み」は表現されませ

ん。昨今は「個性」「自分の好み」を表現したい方が多く、それを解決してくれるのがアクセン

トクロスで色柄を使うことです。その「色選び」を「好み」や「みんながしているから」や「良

く見せたい」など色々な観点から選定されますが、もう一つの選択肢として「色彩理論的な」視

点で選ぶこともあります。「パーソナルカラー（自分に似合う色、自分の肌・目の色と調和する

色）」を取り入れるのも心地いい空間作りに役立ちます。自分に似合う色は自分を引き立たせて

くれる色です。自分を引き立たせてくれる色だからきっと心地よく感じてきます。色々な視点で

選べる壁紙ですが、全て「心地いい」「癒される」「楽しい」などのポジティブな感情に繋がり

ます。このポジティブな感情を住空間で感じることが日々の生活に大きく影響していきます。そ

んな住空間と色の関係をたくさんの方達に知ってもらえるように今後も活動をしていこうと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


